
「協議の場の設置状況調査」の結果（速報）
について

第２回 今後の障害児入所施設の在り方に関する検討会
福祉型障害児入所施設ワーキンググループ

令和７年９月10日 参考資料１

【本資料作成上の留意点】
・ 現在集計中の段階のため、数値に関して精査中であり今後
変更がありえる。



出典：こども家庭庁支援局障害児支援課調べ（令和７年４月１日時点）

１．障害児入所施設からの移行調整に関わる協議の場の設置状況について

1

速報値

新たに協議の場を

設置した

32%

既存の協議会、

連絡会等を協議

の場とした

19%

今後協議の場を

設置する

14%

その他

35%

その他について （自由記載）

・ 個別のケース会議を開催している。（複数回答）
・ 移行困難事例等、自治体による調整等が必要な事例が発生

した場合には、既存の協議会等を活用しながら、入所児童
等の移行に係る連携及び調整を行っていく予定としている。
（複数回答）

・ 移行対象となる児童は毎年数名であり、各施設ごとに移行
支援に係る会議を実施していることから、施設主催の会議
への出席依頼があった場合に参加し、協議を行っている。

・ 全入所児童に対し高校２年生の秋以降に個別ケース会議を
実施し、移行先の条件や移行までの流れを検討。また、移
行に際し、各機関の役割分担やその認識の共有・進捗状況
等の確認を行っている。

・ 施設側から定期的な協議の場の設置よりも必要に応じての
協議が求められているため、協議の場の形式等について検
討中。

・ 独自に作成されたガイドラインのフローに準じてケースご
とに対応している。その中で必要に応じて関係機関等と調
整は行っている。

障害児入所施設からの移行調整に関わる協議の場の設置状況



出典：こども家庭庁支援局障害児支援課調べ（令和７年４月１日時点）

２．協議の場の構成員について

2

速報値
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【その他の関係者】自由記載

関係施設団体関係者、医師会関係者、看護協会関係者、障害児通所団体関係者、雇用関係機関関係者等

「新たに協議会を設置した」「既存の協議会、連絡会等を協議の場」とした場合の協議の場の構成員



出典：こども家庭庁支援局障害児支援課調べ（令和７年４月１日時点）

３．個別ケース会議の開催状況について

3

速報値

開催している

59%

開催していない

41%

〇「開催している」場合、どのような事例において個別ケース会議を開催したか
（自由記載）

・ 強度行動障害や医療的ケア、虐待等の状況により移行調整が困難な事例等。
（複数回答）

・ 施設からの依頼により、個別ケース会議を開催。
・ 18歳からの利用施設が定まっていない事例。
・ 全入所児童に対し高校２年生の秋以降に個別ケース会議を実施。
・ 15歳を迎えた障害児入所施設入所者に対して全ての児童について個別ケー

ス会議を実施。
・ 精神科病院入院中の児童の今後の処遇を検討する必要がある事例。
・ 本人は重度の知的障害があり、親も現実認識や問題認識力に乏しい事例。
・ 原則、全ケースで開催。
・ 移行期に保護者が施設からの退所を拒否している事例。
・ 退所後に県外へ転居される事例。

〇「開催していない」場合、その理由（自由記載）

・ 現時点における移行困難ケース等の対象者がいないため（複数回答）
・ 既存の協議の場を活用することとしているが、実情として、協議の場の開催

主体との調整ができていないため。
・ 協議の場において、個別児童の情報共有・進捗管理・移行調整にかかる協議

を実施しているため。
・ 障害児入所施設及び在籍校等が中心となって進める移行調整で円滑に移行が

できているため。
・ 構成員及び協議内容について検討中のため。

個別ケース会議の開催状況



出典：こども家庭庁支援局障害児支援課調べ（令和７年４月１日時点）

４．移行希望調査の実施について

4

速報値

〇 「調査している」場合、調査結果をどのように活用しているか。（自由記載）

・ 移行調整困難者について把握し、具体的な検討や個別のケース会議開催等に
繋げている。（複数回答）

・ 協議の場で情報を共有し活用している。（複数回答）
・ 協議の場で各関係機関に情報提供を行っている。（複数回答）
・ 移行後の支給決定権者の区市町村宛情報提供している。（複数回答）
・ 管内の児施設の年齢別の入所者や支援状況等を把握するために実施をしてい

る。
・ 全体の協議の場では議論が難しい地域での受入れを検討することを目的に地

域ごとに会議を設置しているため、移行や体験利用に向けた議論を行う参考
資料としている。

・ 地域資源の調整・開発等に向けた参考資料としている。
・ 協議の場の設置に向けた検討等に活用している。

〇 「調査していない」場合、その理由（自由記載）

・ 今後調査を実施予定 （複数回答）
・ 関係者による調整により情報収集や共有が円滑に行われているため。（複数回 

答）
・ 各施設と適宜連絡を取り進捗を確認することができるため。

  ・ 施設が移行支援を行っているため。（複数回答）
・ 移行に際して、事前に調整が必要となるケースがなかったため。（複数回答）

  ・ 福祉型施設の入所児童については高２生全員について順次地域移行カンファレ
ンスを実施して、児童の状況や今後について確認しているため。

施設からの１５歳以上の児童の移行希望の調査の実施について

調査している

62%

調査していない

38%
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